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※お問い合わせ先　町住民環境課 (担当・田辺憲虎 )　☎ 32‐6703

資源の無限ループ
水平リサイクルで持続可能な社会へ

美浜町×敦賀市×豊田通商×サントリーグループ

　町は、敦賀市と共に ｢水平リサイクルに関する協定 ｣を令和 7年 2月 4日
に締結しました。

｢ ボトル to ボトル ｣

水平リサイクルの取り組み

　日本におけるペットボトルのリサイクル

率は、85.0％と高い水準ですが、ボトルか

らボトルへ水平リサイクルされているのは、

33.7％に留まっています。

　ペットボトルがペットボトル以外にリサ

イクルされてしまうと、使用された後、焼

却されてしまったり、リサイクルされても、

多くの場合、数回でリサイクルの輪が途切

れたりと、新たな原料が必要となります。

　使用済み製品を原料として使用し、何度

も同じ種類の製品に作り変えることができ

る水平リサイクルの割合を増やすことで、

新たな化石由来原料の使用量を減らすこと

ができます。

｢ ボトル to ボトル ｣ 水平リサイクルにより持続可能な社会を実現

令和 7 年 4 月から
｢ ボトル to ボトル ｣ 水平リサイクルを開始します！

ペットボトルの分別にご協力をお願いします！

｢ ボトル to ボトル ｣水平リサイクルとは・・・

　｢ ボトル to ボトル ｣ 水平リサ

イクルとは、地域で排出、回収

されたペットボトルを、他の製

品等の原料として使用せず、新

たなペットボトルへ何度もリサ

イクルし続けることで、新たな

化石由来原料の使用量を減らし、

資源循環型社会の実現を目指す

取り組みです。

　これまで、敦賀市清掃センターが収集したペットボトルは、兵庫県や大阪府等のリサイクル工場に搬

出され、トレイや繊維等の製品にリサイクルされていました。今回の協定締結で、これまで令和 7年

4月から収集したペットボトルは豊田通商㈱が滋賀県に所有するボトル to ボトル専用工場に搬出され、

すべてサントリーホールディングス㈱が製造するペットボトル製品に再生されます。また、処理施設が

これまでより、近距離となるため、運搬に係る燃料や排出する二酸化炭素を減らすことにつながります。

水平リサイクル開始後も分別方法はこれまでと同じです

・キャップとラベルを必ず外してください

・ペットボトルの中に飲み残し等がないようにすすいでから、捨ててください

効率的なリサイクル、資源循環を行うために、
飲み終わった後のペットボトルの分別にご協力ください。

町民の皆さまへのお願い！



文

芸

欄

ふるさと昔
よもやま話

2025.4 月号27 26広報みはま

※ お問い合わせ先

　 町健康福祉課 (担当・中西)  ☎32‐6704 

※ お問い合わせ先
　 町健康福祉課 (担当・飯田)  
　☎32‐6704 

放 送 局

すこ やか
みんなでげんげん運動

しませんか？

◆ 砂糖の摂取について

● 調味料に含まれる砂糖の量（大さじ１杯あたり）

● 身近な食べ物の砂糖の量

～令和７年度　高齢者肺炎球菌感染症予防接種費の助成について～

[助成対象者 ]

[ 町内で接種できる医療機関 ]

①　 令和７年度中に65歳となる方（昭和35年4月2日～昭和36年4月1日生まれ）
➡対象となる方には、誕生日を迎える月に接種券と予診票をお送りします。

② 　 60 歳以上 65歳未満の方で、心臓、腎臓又は、呼吸器の機能に自己の身辺の日常生

活活動が極度に制限される程度の障がいを有する方及び、ヒト免疫不全ウィルスによ

り免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障がいを有する方（身体障害者手

帳１種１級相当の方）　　➡ 申し出が必要です。
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2
月
22
日
に
、北
西
郷
公
民
館
ふ
で

や
ま
講
座
・
み
は
ま
歴
文
講
座
共
同
企

画｢

ふ
る
さ
と
の
歴
史
再
発
見
講
座｣

『
日
本
遺
産「
北
前
船
ス
ト
ー
リ
ー
」と

地
域
の
活
性
化
・
事
例
紹
介
』と
題
し
て
、

一
般
社
団
法
人
北
前
船
交
流
拡
大
機

構
・
上
席
研
究
員
の
中
野
秀
治
氏
を
講

師
に
お
招
き
し
、ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

　

日
本
遺
産
に
は
現
在
、１
０
４
の
ス

ト
ー
リ
ー
が
認
定
さ
れ
て
お
り
、さ
ま

ざ
ま
な
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
で
、北
前
船

日
本
遺
産
推
進
協
議
会
か
ら
文
化
庁
へ

｢

北
前
船
の
ス
ト
ー
リ
ー｣

を
申
請
し
、

審
査
後
に
認
定
さ
れ
た
も
の
で
、平
成

29
年
、11
市
町
が
認
定
さ
れ
、現
時
点
で

は
52
自
治
体
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
広
島
県
ま
で

広
範
囲
で
認
定
さ
れ
て
お
り
、
講
演
の

中
で
い
か
に
北
前
船
が
、｢

の
こ
ぎ
り

商
い(

積
み
荷
を
売
り
、
新
た
に
商
品

を
仕
入
れ
た
り
を
繰
り
返
す)｣

を
行
う

た
め
に
、
複
数
の
地
域
に
寄
港
し
て
い

た
か
、
ま
た
、
物
資
だ
け
で
は
な
く
、

祭
り
・
唄
・
踊
り
・
信
仰
等
無
形
の
文

化
も
、
各
地
域
に
伝
播
し
、
現
在
に
継

承
さ
れ
て
い
る
も
の
も
数
多
く
あ
る
こ

と
を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、他
の
認
定
地
域
の
活
性
化
事

例
を
ご
紹
介
頂
き
ま
し
た
。青
森
県
の
三

町
が
共
通
ロ
ゴ
を
用
い
て
Ｐ
Ｒ
活
動
す

る
行
政
主
導
型
の
事
例
、ま
た
、古
民
家

を
活
用
し
た
カ
フ
ェ
や
、北
前
船
時
代
の

食
事
を
再
現
し
提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン

等
、多
方
面
か
ら
の
活
性
化
を
目
指
す

石
川
県
加
賀
市
の
地
域
住
民
主
導
型
の

事
例
を
挙
げ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

活
動
を
円
滑
に
推
進
す
る
に
は
、中

心
と
な
る
意
欲
的
な
リ
ー
ダ
ー
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
事
を
強
調
さ
れ
ま
し

た
。そ
し
て
、最
重
要
課
題
は
、地
域
の
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
て
何
を
売
り
に
す
る
の

か
を
考
察
し
、観
光
資
源
を
開
拓
し
て

い
く
べ
き
と
の
こ
と
で
し
た
。ま
た
、北
陸

地
方
の
認
定
自
治
体
や
、鉄
た
た
ら
を
積
み
荷

の
軸
と
し
て
い
た
市
町
村
と
の
交
流
・
連

携
を
深
め
て
い
く
と
よ
い
の
で
は･･･

と

い
う
ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、町
内
外
か
ら
多
く
の
ご
参
加

を
い
た
だ
き
、｢

町
内
の
構
成
文
化
財
保

有
の
各
地
区
・
各
保
有
者
の
連
携
を
進
め

て
み
て
は
ど
う
か｣｢

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致

も
大
事
だ
が
、ま
ず
国
内
に
Ｐ
Ｒ
を
し
て

い
き
た
い｣

等
、活
発
な
意
見
も
あ
り
ま

し
た
。外
は
雪
景
色
に
な
り
ま
し
た
が
、

会
場
内
は
、北
前
船
で
地
域
の
活
性
化

を
！
と
い
う
受
講
者
の
皆
さ
ま
の
決
心

と
熱
意
が
伝
わ
る
大
変
有
意
義
な
講
座

に
な
り
ま
し
た
。講
師
の
経
験
に
基
づ
く

興
味
深
い
お
話
と
ア
ド
バ
イ
ス
、そ
し
て

受
講
者
の
方
々
の
北
前
船
に
か
け
る
熱
い

想
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
と
め
、｢

動
く

総
合
商
社｣

で
あ
る
北
前
船
の
寄
港
地
で

あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、史
実
を
生
か

し
た
地
域
活
性
化
に
向
け
て
、地
域
と
連

携
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
も

大
変
学
び
の
多
い
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

(

美
浜
町
歴
史
文
化
館) ↑講演会の様子

日本遺産認定記念

講演会を開催しました

俳
　
句

み
ち
く
さ
句
会

杉
木
　
繁
行
（
中
　
寺
）

杉
木
　
美
智
子
（
中
　
寺
）

池
田
　
恵
子
（
早
　
瀬
）

高
木
　
キ
ヨ
子
（
新
　
庄
）

山
田
　
世
志
男
（
佐
　
柿)

楠
　
朱
朋
（
佐
　
田
）

木
も
れ
陽
に
雑
草
か
き
分
け
ふ
き
の
と
う

散
歩
道
園
児
の
は
し
ゃ
ぎ
土つ
く
し筆
摘
む

先
を
行
く
孫
の
背
中
に
花
衣

三
椏ま
た

や
日
差
し
な
く
と
も
林
道
に

　
　
　
　
　

春
の
雲
あ
や
す
曾ひ

ま
ご孫
の
ひ
と
み
に
も

酒
粕
も
並
ぶ
老
舗
の
雛
ひ
い
な
か
な

　美浜町民の健康課題である循環器疾患に対する発症予防・重症化予防を

図るため、｢ げんげん運動 ｣ を展開してきましたが、令和 6年度からは、

糖質の適正摂取を切り口に、｢ 減量 ｣ を強化した、｢ げんげん運動プラス

UP｣ に取り組んでいます。

　成人 1日あたりの砂糖摂取量は　　ｇ以下、幼児は　　ｇ以下、小学生は　　g以下です。

あなたは普段の食事とおやつでどのくらいの砂糖を摂取していますか？？？

25 10 20

　意外と調味料にも砂糖
が含まれていることが分
かります。薄味 ( 減塩 )を
こころがけることが、砂糖
を減らすことにもつながり
ます。

菓子類には特に砂糖が

多く含まれることがわかりま

 す。量と食べる時間を上手に

　コントロールすることが

大切です。

・浅妻内科　・関根クリニック　・美浜町東部診療所　・美浜町丹生診療所
※ 敦賀市、若狭町でも接種可能な医療機関があります。詳しくは、接種券に同封する
チラシをご覧ください。
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氏　名 住　所

　   村　上　勇　次  ＆  (増　田)　治　代　 郷　市

◎ご結婚

2/1～2/28受付分
(敬称略)慶弔慶弔

※ 氏名に旧字体や俗字等が含まれている場合は、常用漢字で

　掲載しております。

氏　名 住 所 年齢 届出人

西 村 次 子 日 向 89 西 村 正 樹

大　橋　美乃里 坂 尻 94 大 橋 和 幸

田　邊　加代子 河原市 69 田 邊 愛 子

山　口　智鶴枝 佐 柿 47 山 口 則 和

井 村 準 一 郷 市 74 井 村 敏 子

原 田 壽 夫 佐 野 83 原 田 元 巳

吉 原 通 則 河原市 69 片 又 亜 美

今　安　ふみ子 和 田 83 今 安 一 雄

今 井 郁 子 山 上 99 大 塚 和 子

◎おくやみ

◎ご誕生
氏　名 性別 父・母 住　所

堀 口 　 藍
らん

男 裕司・奏　 河原市

丸 安 　 暖
のん

男 　陽平・明日香 大 藪

加 茂 凌
り く

空 男 健一・沙耶 久々子

仲　島　愛
え れ な

玲菜 女 　太雅・沙也香 河原市

青 池 凛
り せ

星 女 尚紀・友紀 金 山

塚 田 慎
み づ き

稀 男 　悠介・理恵子 佐 田

松 山 和
わ く

琥 男 裕樹・佳那 郷 市

上登能　有
ゆう

馬
ま

男 　和哉・ひろみ 興道寺

はじめてバースデー
4月に満1歳を迎えるお子様を紹介します。

HAPPY BIRTH DAY
｢はじめてバースデー｣への

掲載案内は、誕生月の前々

月に送付しています。

ぜひ、ご応募ください。

広報クイズ

　広報みはま4月号を読んで、①～⑥番の丸印をひらがな・カ

タカナでうめてください。小さい｢っ｣や｢ゅ｣、｢・｣、｢が｣、等

も一文字とします。｢●｣の文字を①番から順に並べると、ある

言葉になります。どんな言葉でしょう。

●応募方法
　はがきに答え、住所、氏名(広報を読んだ感想も大
歓迎！)を書いて、｢広報みはま広報クイズ｣係(〒919-
1192美浜町郷市25-25)まで送ってください。
メールで応募される方は、次のアドレスに送信して
ください。
【メールアドレス】
  kouhou-mihama@town.fukui-mihama.lg.jp
【二次元コード】

　締め切りは、4月11日(金)(消印有効)です。正解者
の中から抽選で5人の方に記念品をお送りします。
●3月号の答え　　ひなまつり(ひな祭り)
●応募者総数は13人で全員正解でした。当選の発表
は、記念品の発送をもってかえさせていただきま
す。

○

①みはま●〇〇〇プロジェクト

②みんなで〇〇〇●運動しませんか？

③ 人間ドックの健診費用を〇　●〇します

④〇●〇〇リサイクルの取り組み

⑤とよた●〇〇〇読み聞かせ会

⑥美浜中学校開校50周年　

　未来へ●〇〇、50年の軌跡

〇

山
口   

結ゆ
い
と士
く
ん

父･

竜
也
さ
ん

母･

佑
奈
さ
ん

4.22    早
く
に
ぃ
に
や
ね
ぇ
ね
た
ち
と
一
緒
に
バ
ス
ケ
し

た
り
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
で
遊
ん
だ
り
し
た
い
な

(

気
山)

北
原   

菫
す
み
れ

ち
ゃ
ん

(
佐
田)

父･

雅
典
さ
ん

母･

純
子
さ
ん

4.8    動
く
の
大
好
き
！
お
兄
ち
ゃ
ん
と
の
オ
モ
チ
ャ
の

取
り
合
い
、
負
け
ま
せ
ん
！

町の情報や応援クルーの

情報はこちら！

人口の動き

※ 町が公認登録する｢町外に住みながらも本町を
愛し、応援してくださる方｣のこと。

13人

19人

392人(± 0) 

人口総数　　　　8,654人(ー12)

男　　　　　　　4,274人(ー  3)

女　　　　　　　4,380人(ー  9)

世帯数　　　　　3,593世帯(－ 10)

出生　　  　　　死亡

転入　　  　　　転出

みはま応援クルー(※)

  9人

11人

令和7年3月1日現在※(　)は前月比

まちびとまちびと

学びコミュニティKaiで活動をしていて、高校生
マイプロジェクトアワード2024全国Summitに出場する

＊マイプロジェクトに参加した理由を教えてください。
町外のいろんなボランティアに参加をしていましたが、決めら

れた枠の中での活動や地元美浜での活動ができないというもや

もやがあって、美浜町のために何かしたいと思い、参加しました。

＊これからの目標を教えてください。
　高校生のやりたいが拾えるような掲示板を製作し、いろんな

人たちを巻き込んで美浜町を盛り上げるような活動をしていき

たいです。

［左から］

(関連第2・13頁)

敦賀高校2年

(山上)
田邉 来

こ な

奈 さん

敦賀高校2年

(上野)
中川 世

せ り な

梨奈 さん
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■くらしのカレンダー■

●イベント ●健康診査・検診 ●子ども行事
●行事の予定は、3月 13日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。 
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。
●ごみの休日受入は、第3日曜日以外の土日祝日(5月3日～5日、12月31日～1月3日を除く)の午前8時30分～正午です。
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1190

古紙

(東地区)古紙

(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)古紙

(北･南地区)古紙

(河原市･南市･栄区)古紙

令和7年 4 月

16（水）

15（火）

14（月）

13（日）

12（土）

11（金）

10（木）

9（水）

8（火）

7（月）

6（日）

5（土）

4（金）

3（木）

1（火）

2（水）

27（日）

26（土）

25（金）

24（木）

23（水）

21（月）

22（火）

20（日）

19（土）

18（金）

17（木）

28（月）

29（火）

30（水）

今
月
号
で
は
、
美
浜
中
学
校
開
校
50
周
年

の
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。
記
事
を
作
る
に

あ
た
り
、
多
く
の
方
に
お
話
を
伺
い
、
先
輩

方
が
築
か
れ
た
中
学
校
の
伝
統
や
中
学
校
の

歴
史
を
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
を
育
て
、
見
守
っ
て
き
た
中
学
校
の

歴
史
や
出
来
事
は
、
生
徒
の
数
だ
け
た
く
さ

ん
あ
り
、
記
事
に
掲
載
で
き
た
の
は
歴
史
の

ほ
ん
の
一
部
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
記
憶
の
中
に
思
い
出
と
し
て

残
っ
て
い
る
出
来
事
を
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

ご
家
族
で
話
し
て
み
た
り
、
懐
か
し
い
旧
友

と
再
開
し
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

中
学
校
と
地
域
の
つ
な
が
り
は
深
く
、
町

唯
一
の
こ
の
中
学
校
は
、
地
域
の
方
々
に
支

え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
の
時
代
も
子

ど
も
た
ち
は
、
町
の
宝
で
す
。
こ
の
美
浜
中

学
校
で
、
生
徒
た
ち
が
精
一
杯
学
び
、
楽
し

む
姿
が
50
年
先
ま
で
続
く
よ
う
に
、
こ
れ
か

ら
も
地
域
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
生
徒
た
ち
を

見
守
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
い
つ
の
日
か
こ
の
美
浜
町
を
牽
引
す
る

大
人
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
と
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
（
隼
）

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

  8:15～第55回美浜･若狭両町長杯争奪高校野球

　　　　　　　　大会(総合運動公園野球場)～6日

  9:00～ハートフル朝市(道の駅若狭美浜はまびより)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:00～司法書士法律相談(はあとぴあ)

  小中学校入学式(各小中学校)

10:00～6～8か月児教室(はあとぴあ)

13:30～育児学級(はあとぴあ)

  9:00～ハートフル朝市(道の駅若狭美浜はまびより)

10:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談

　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

  9:00～ハートフル朝市

　　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)

  9:30～美しい浜プロジェクトin水晶浜

　　　　　　　　　　　　　　(水晶浜海水浴場)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

  9:00～ハートフル朝市

　　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)

  昭和の日

美浜町防災アプリの
ダウンロードをお願いします

美浜町防災アプリでは、
防災情報や停電情報、お
くやみ等の生活に関わる
緊急情報等をお知らせし
ています。ぜひ、ダウン
ロードの上、ご利用くだ
さい。

ダウンロードは
こちら
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